
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  商工会議所青年部 

  シンボルロゴマーク 

ロゴは商工会議所青年部の英語名 

(Young Entrepreneurs Group)の頭文字をとったものですが、

同時に商工会議所青年部のもつコンセプト(若さ・情熱・広い視

野を持った経営者＝Youth・Energy・Generalist)を表しています。 

 

 
 
 
 
【入会申込・お問い合わせ先】  〒675-0064 加古川市加古川町溝之口５２７番地の５ 

                 加古川商工会議所青年部事務局 
                 （ＴＥＬ）079-424-3355  （ＦＡＸ）079-424-7157 
 

 

【入会資格】 商工会議所の会員事業所の経営者又はその後継者等で、年齢満２５歳以上４５歳以下の方。 

 

【入 会 金    】 不 要     

 

【年 会 費    】 ２４，０００円 

      （４月～９月新規加入会員２４，０００円、１０月～３月新規加入会員１２，０００円） 

        ※入会希望者は、本青年部事務局にて入会の申込をして下さい。 

        ※役員会の承認を得た後、所定の会費を納めたときに本青年部の会員となります。 

 



加古川商工会議所青年部概要 
設立目的 
 加古川商工会議所青年部は、会員相互の親睦と連携を密にし、企業経営者としての研鑚を積み、加古

川商工会議所の事業活動への参画又は協力を通じて地区内における商工業の振興を図り、兼ねて社会一

般の福祉の増進に資することを目的とする。 
 
事業内容 
(1)会員相互の親睦と研鑚のための事業を行うこと。 

(2)商工業に関する調査研究及び資料の収集等を行うこと。 

(3)商工業の振興及び社会一般の福祉に寄与すること。 

(4)商工会議所事業等の推進及び協力。 

(5)本青年部としての意見を会頭に上申するとともに、これを必要に応じて関係方面に具申し、 

又は建議すること。 

(6)商工会議所等の諮問に応じて答申すること。 

(7)関係諸団体との連携又は協調を図ること。 

(8)その他、本青年部の目的を達成するために必要な事業を行うこと。 

加古川商工会議所青年部 

 
商工会議所青年部は 
地域社会の健全な発展を図る商工会議所活動の一翼を担い 
次代への先導者としての責任を自覚し 
地域の経済的発展の支えとなり 
新しい文化的創造をもって 
豊かで住みよい郷土づくりに貢献する 

 
われわれ青年部は 
一、地域を支える青年経済人として 先導者たる気概で研鑚に努めよう 
一、国際社会の一員であるべき 国際人として教養を高めよう 
一、豊かな郷土を築くために 創意と工夫 勇気と情熱を傾けよう 
一、文化を伝承しつつ 新しい文化の創造に向かって 歩を進めよう 
一、行動こそ時代を先駆けるべき青年の責務と信じ 力を合わせ 国の礎となろう 

 
【平成２４年度の主な役員】 

会 長 花 里   佳 治 協伸マテック(株)  
直 前 会 長 藤 川  英 典 (有)藤川組 
副 会 長  永 井   敏 幸 ミズノテック(株) 
副 会 長  中 田   賢 吾 サンエム電機(株) 
副 会 長  船 原 慶 太 (株)ハウジング山一 
専 務 理 事 関     千 咲 (有)倭坊 
監 事 内木場    徹 (有)内木場工務店 
監 事 山 中  秀 夫 (株)稲美乳販 
研 グ ル ー プ 室 長 高 橋   雅 之 (有)陵和冷熱工業 
絆 グ ル ー プ 室 長 石 野   和 也 (有)アイ・スチール 
縁 グ ル ー プ 室 長 森 本   幸次郎 (有)森本電気商会 
総 務 委 員 長 金 川   和 敬 (株)Ｋ・Ｈ工業 
渉 外 広 報 委 員 長 大 北   和 己 (株)アルタリコ 
研 修 委 員 長 衣 笠   昭 平 ふたばハウジング 
交 流 委 員 長 田 中   義 人 (有)スプリング 
会 員 拡 大 委 員 長 梅 田   幸 秀 梅田測量事務所 
地 域 活 性 化 委 員 長 星 野   由 香 (有)ほるぷ絵本館 
楽 市 実 行 委 員 長 佐々木   陽 平 ササキ地所 













加古川商工会議所青年部 団体概要 

 

名 称 加古川商工会議所青年部 

設 立 平成３年１１月２２日 

目 的 会員相互の親睦と連携を密にし、企業経営者としての研鑽を積み、加古川商工会議所の

事業活動への参画又は協力を通じて地区内における商工業の振興を図り、兼ねて社会一

般の福祉の増進に資することを目的とする。 

事務所 事務局は加古川商工会議所内（加古川市加古川町溝之口５２７－５） 

会員数 ９９名（平成２４年４月１日現在） 

代表者 会長 花里 佳治（協伸マテック(株) 代表取締役） 

 

主な事業 

 ◆商工業振興関連◆ 

 ・商工祭「加古川楽市」開催（平成１５年～計８回） 

平成２２年度：（※23 年度は悪天候のため中止） 

日 時：平成２２年９月５日（土）１０～１７時   

〃  ６日（日）１０～１７時 

場 所：加古川市役所前広場 

来場者：約２９，０００人 

出店者：７８ブース（物販飲食ブース５７・テクニカルブース２１） 

共催：加古川市、後援：加古川市教育委員会  

  

  ◆地域活動関連◆ 

 ・山田錦仕込み泡盛 

「清流加宝」製造企画 

･･･兵庫県吉川産山田錦を使用。青年部のネットワー

クを活用し、沖縄ＹＥＧメンバー企業の老舗「新

里酒造」にて製造。今後、加古川の新たな名産品

開発を目指している。 

平成１７年６月 720ml×３５００本発売（完売） 

平成１９年４月 第２弾完成・発売 

 

 ・加古川交流研究会（加古川市職員有志と青年部メンバーとの交流会） 

               

五ヶ井水路ビオトープ再生事業 

･･･加古川東高校生徒と粟津町内会の皆さんと協力

し、汚濁していた水路を清掃浄化し、ビオトープ

化、水辺に動植物と澄んだ水を取り戻した。 

 

 

 

   

  

第８回加古川楽市

五ヶ井水路ビオトープ
2004 年５月完成 



 

こどもの夢かなえ隊事業･･･市内小学生より『夢』を募集、応募作の中から入選作を選考。 

特選に選ばれた夢の実現できるようこども達と一緒に努力する。 

後援：加古川市、加古川市教育委員会、加古川商工会議所 

 

 

平成１７年度：特選の夢『世界一のかつめしをみんなで

食べよう。ギネスに挑戦！』を加古川駅前ベルデモール

商店街にて開催、子供たちと一緒に直径２１４センチの

巨大かつめしを作成、約９００名にふるまった。 

 

 

 

 

 

 

平成１８年度：特選の夢に『クリスマスプレゼントを入

れる大きな靴下を作りたい』を選考し、加古川市民会館

で子供達を中心に長さ約２ｍ、幅６０ｃｍの大きな靴下

を編み上げた。完成した靴下は加古川市役所ロビーや市

内の商業施設に展示した。 

 

 

 

 

 

 

 

平成１９年度：特選の夢に『かこバスに絵を描きたい』

を選考し、県立加古川西高校美術部員の協力を得てカッ

ティングシートに絵付け、３台のゾーンバスの右側面、

後部にラッピングした。完成したバスはそろぞれのルー

トを走行。 

 

 

 

 

 

平成２０年度：特選の夢に『ホタルのすめるような加古

川にしたい』を選考し、加古川の本流にホタルを生息さ

せるべく有識者を講師に招き、勉強会を開催中。 

 

 

 

 

 

 



 

「主な例会活動」 

 

 

 

平成２１年度：青年部メンバーの家族を招き、日岡山公   

園にて家族例会を開催。巨大豚の丸焼きや巨大牛の丸焼き

等のびっくり仰天な企画内容を一同楽しみながら、家族の

絆・メンバー間の絆が一段と深まった。 

        

 

 

 

 

平成２２年度：講師に全国木鶏クラブ 代表世話人 会長 

三木英一氏を迎え、先生の経験談をもとに講演された。

その中で論語をはじめとする人間学の全勉強が如何に心

を豊かにし、その人を支える柱になるかを解きほぐして

いただいた。自分自身の有り方についても深く考えさせ

られ、今後の人生の中で役立つものになると確信した。 

 

 

 

 

平成２３年度：青年部設立２０周年を迎え記念式典・祝

賀会を開催。これまでの活動に多大なるご協力ご支援を

いただいた関係者方に感謝を表すとともに、今後２５周

年、３０周年に向けてさらなる扉を開いていくことを誓

った。 
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